佐世保市における軍港景観の文化資源化 by 山本 理佳
Bulletin of the National Museum of Japanese History
Vol.156  March  2010
70
Formed New Disaster-Subculture from the Activity of Citizen Groups 
around the Flooded Area
HIROUCHI Daisuke
Vestiges of disasters are often preserved in disaster areas, to transmit the truth learned from the 
disaster for posterity and thus avoid the same damage in future. However, in terms of the extent to 
which this has improved the disaster-prevention ability of communities, it simply cannot be considered 
very effective. As represented by the Waju areas, there was originally a disaster-subculture where 
measures and know-how to avoid becoming disaster victims were prepared with the full cooperation 
of communities. By inheriting this, the communities maintained their disaster-prevention ability. Such 
disaster-subculture is no longer inherited in urban areas, however, due to the reduced flood risk and the 
collapse of communities. In order to avoid becoming disaster victims, urban residents need to create a 
new disaster-subculture suitable for modern life. This article considers the possibility of a new disaster-
subculture by studying a hint from the efforts of citizen groups working in a river basin.
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の調査報告書［長崎県教育委員会 1998］での対象件数は全部で 511 件，その中で佐世保市所在のも
のは，約 150 件にのぼるが，うち当時は国や県の指定文化財だったものは 1件もなく，国の重要文
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no. 年 月  出来事 関係主体
1 1982 1 （～ 1982.10）旧凱旋記念館を市民文化ホールへ改修・公開 佐世保市
2 1987 （～ 1988）旧軍倉庫施設を立神音楽堂へ改修・公開 佐世保市
3 1991 9 都市環境デザイン研究会［以下，都市研］結成 都市研
4 1995 4 （～ 1997.3）長崎県の近代化遺産総合調査事業 長崎県教育委員会
5 1997 3 海上自衛隊佐世保史料館（旧軍施設を活用して建設（表 3））開館 海上自衛隊佐世保地方隊
6 1997 夏 させぼアーバンデザイン研究会［以下，アーバン研］結成 アーバン研
7 1997 9 「佐世保街づくりフォーラム」開催 佐世保青年会議所（都市研）
8 1997 11 （～ 1999）「歩行者案内サイン」整備事業（廃材煉瓦使用） 佐世保市（都市研）
9 1997 12 登録有形文化財登録「佐世保市民文化ホール」（佐世保市平瀬町） 佐世保市・文化庁
10 1998 3 （以降断続的に）赤煉瓦探偵団 結成 都市研・アーバン研
11 1998 3 『長崎県近代化遺産総合調査報告書』刊行 文化庁・県教委
12 1998 5 国の重要文化財指定「黒島天主堂」（佐世保市黒島町） 文化庁
13 1998 7 「赤煉瓦建物ウォッチング調査」実施 赤煉瓦探偵団
14 1998 11 「佐世保の近代化遺産」講演会とバス見学開催 佐世保市史編纂室
15 1999 3 「赤煉瓦と佐世保のまちづくりシンポジウム」開催 佐世保市・赤煉瓦探偵団
16 2001 10 「赤煉瓦フェスタ IN 佐世保」（赤煉瓦ネットワーク第 11 回全国大会）開催 赤煉瓦探偵団・アーバン研
17 2003 3 『佐世保赤煉瓦物語』（赤煉瓦建築写真集・調査報告）出版 させぼ塾 / 赤煉瓦探偵団
18 2004 11 「親子で遊ぼう赤煉瓦トンチンカン」（廃材煉瓦目地削りイベント）開催 赤煉瓦探偵団 / 佐世保市
19 2005 1 「針尾の無線塔を保存する会」結成 針尾の無線塔を保存する会
20 2005 8 「親子で遊ぼう赤煉瓦トンチンカン」（廃材煉瓦目地削りイベント）開催 赤煉瓦探偵団 / 佐世保市
21 2005 10 郷土史体験講座「近代・戦争遺跡見学会」開催 市教委
22 2005 11 「親子で遊ぼう赤煉瓦トンチンカン」（廃材煉瓦目地削りイベント）開催 赤煉瓦探偵団 / 佐世保市
23 2006 2 「親子で遊ぼう赤煉瓦トンチンカン」（廃材煉瓦目地削りイベント）開催 赤煉瓦探偵団 / 佐世保市
24 2006 5 新みなと駐車場名板（廃材煉瓦使用）整備 佐世保市
25 2006 9 登録有形文化財登録「吉井のアーチ橋梁群」（佐世保市吉井町） 文化庁
26 2006 10 郷土史体験講座「近代・戦争遺跡見学会」1）開催 全国近代化遺産活用連絡協議会
/ 市教委
27 2006 10 「佐世保市近代化遺産写真展」1）開催 全国近代化遺産活用連絡協議会
/ 市教委
28 2007 10 「佐世保市近代化遺産写真展」1）開催 全国近代化遺産活用連絡協議会
/ 市教委
29 2008 3 米軍基地内見学ツアー企画開始 佐世保観光コンベンション協会
/ 米海軍佐世保基地
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年月 要望内容 提出先 言及部分 要望結果











































































































































































































































no.29 の 2008 年 3 月から開始された米軍基地内見学ツアーは，もともと 2007 年 11 月に米軍側から
佐世保観光コンベンション協会に，基地内見学ツアーを組みたいとの申し入れがあったことに端を
年  
（結果時） 管轄 具体的建築物 きっかけ 結果
表 1 
no.





② 1987 市 煉瓦倉庫 米軍からの返還 改修・保存 
（→「立神音楽堂」）
2
③ 1993 海上自衛隊 水交社 所管換に伴う史料館建設 解体（一部保存） 5
④ 1994 米軍 煉瓦倉庫群 
（複数棟）
米軍への再提供 解体（→廃材提供）
⑤ 1995 市 煉瓦倉庫 老朽化で崩壊 解体
⑥ 1999 米軍 司令部棟 火災 復元
⑦ 2003 海上自衛隊 煉瓦倉庫 解体（→廃材提供）
































発言者 発言 表 1 no.
① 学識経験者 
（講演者）






② アーバン研メンバ  ー



















【月刊『虹』（九州公論社）Vol.561（1999 年 4 月），Vol.562（1999 年 5 月），Vol.592（2001 年 11 月），
Vol.593（2001 年 12 月）の大会記録記事より山本作成】
写真1　基地内の石碑
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ク廃材から煉瓦 1 つ 1 つを丁寧にはず
写真2　赤煉瓦廃材（都市研メンバー所有地内）
【2005 年 7 月撮影】
写真3　再利用可能となった赤煉瓦のストック


















































































【2006 年 5 月撮影】
写真6　再生赤煉瓦を使用した証券会社ロビー

























































































































薬庫地区は，市の中心部に近い佐世保港湾の東岸一帯約 58 万平方メートルを占め（図 2 中 B），宅
地化の広がりからその危険性が危惧され，長く返還が望まれていたものである。内部には 20 棟に
も及ぶ煉瓦造建築物が存在しており，それらの返還による活用に地域内実践者は大きな期待を寄せ
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けられてきた側面ももつ。表 5には 2000（平成 12）年 3月末現在の転用状況を示したが，それぞ




全体の 3割にもおよび，また実面積も 3,801 千 m2 と，横須賀市の 3,371 千 m2 を上回る広大な領域
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きた。ことに 1990 年代以降市は具体的に動き出し，1990 年代半ば以降には公民館長らを始めとす
る地元住民からの陳情も積極的に出され，さらに 1997（平成 9）年には商工会議所も加わる形での
陳情活動へと発展していた。そして 1999（平成 11）年には国（防衛施設庁）も地区内の調査を開











区分 横須賀市 佐世保市 呉市 舞鶴市
転用 1）
計 56.2　 38.5　 76.1　 73.7　
公共施設 25.6　 17.2　 27.2　 11.6　
民間施設 18.7　 7.1　 33.5　 49.8　
農地その他 11.9　 14.1　 15.4　 12.3　
未転用 1）
計 43.8　 61.5　 23.9　 26.3　
防衛施設 1） 15.0　 21.7　 8.1　 10.8　
提供施設 17.8　 29.7　 2.5　 0.0　
その他 2） 11.0　 10.2　 13.3　 15.4　
表5　旧軍港四市の国有財産転用状況（土地，2000年現在）
（単位：千㎡）
1） 旧軍港市振興協議会事務局 2000 では「転用済みのもの」と「今後処理を要するもの」
とに分類し，「防衛施設」は前者の「転用済み」に含めているが，本論文ではこれを「未転用」
として区分した（本文註（20）参照）。
























































































成 2）年に着手，2008 年 11 月時点で既に 39 都府県が終
了している（文化庁資料）が，記念物課は開始時期が

























（ 5）――米軍からの返還は 1982（昭和 57）年 1 月 17
日，その後 1月 28 日に大蔵省から佐世保への譲与（無
償）契約が成立している。市民文化ホールとしての開館
は 1982（昭和 57）年 10 月であり，その間には簡単な内
装改修が行われた（佐世保市社会教育課資料）。


















12 メートル，高さが 100 メートルを超す塔が 3本，300
メートル間隔で並んでいる［長崎県教育委員会 1998：
105］。
（ 9）――佐世保市での最大規模の空襲は 1945（昭和 20）
年 6月 28 日深夜から 29 日未明にかけて，約 2時間にわ
たって行われた米軍の爆撃である。死亡者 1,217 人，全
































いた。ちなみに，2008 年 3 月以降開始された米軍基地
内見学ツアーは，基地司令部のある港側区域で行われて
いる。
（12）――西日本新聞 1999（平成 11）年 2 月 13 日記事
「米軍佐世保基地で火災」。














揚げられ，またその後 1970 年 12 月にいったんは第 7艦
隊司令部の佐世保移駐が決定されたにも関わらず，翌
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Changing a Military Port Landscape into Cultural Resources 
in Sasebo City
YAMAMOTO Rika
This article aims to clarify how the movement regarding “modern heritage” has changed so many 
objects into cultural resources recently in Japan, based on the case example of military facilities. This 
article, focusing attention on the conflict between the secrecy of military facilities and the openness 
of cultural heritage, analyzes from the perspective of how the conflict is obscured to develop changing 
military facilities into cultural heritage. For the target area, Sasebo City, Nagasaki Prefecture, housing the 
military facilities of the US Navy and the Marine Self Defense Force is chosen.
The following two points are clarified. First, the secrecy of military facilities is connected to the 
protection of cultural properties by private development bodies, prompting the evaluation of the military 
as an“excellent conservator”.  Second, buildings using the waste material of brick buildings dismantled 
by the military are constructed outside the military bases, which represents the principal movement 
regarding the application of modern heritage. Both indicate that the creation of cultural heritage unfolds 
without damaging the secrecy of the military. In conclusion, the article captures a movement that 
insatiably creates cultural resources from modern heritage and changes military facilities into cultural 
heritage while managing to avoid conflict with the secrecy of the military.
Key words:  Modern heritage,  military base,  creation of cultural resources,  Sasebo City,  Nagasaki 
Prefecture
